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チョモランマ(ＣｈｏｍｏＬｕｎｇｍａ･チ ベット)･ 珠 穆朗 珊峰( 中 ●)･ サ ガ ルマ→( Ｓａｇ･rｍａtha(

ネ パ ール) 。ネパー ルと中 庸チベット自 冶区との境｡ ヒマラヤとクーンブ山 群の核 心剱｡ 世 界

の最高 峰で標高８８４８ｍ｡ カトマンズの東 北東釣166km､ ラサ の酉甫酉 釣450km｡ 山 姿 は

ピラミッド璧をなし､ チ ベット側のｔ 壁 はロンブ ー氷 河､ 東 世はカンシェン氷 河､ ネパ ール側 の

甫警 世はクーンブ氷 河に落ち､ ほ とんど石 灰岩よりなる。

この山を登ろうという計冒 はすでに19 世 紀末 からあったが､ チ ベットもネパー ルも●を爾ざ

してい たため､ そ の槍會 がやってくるのは第 一次大 観が 供 わってからである。1921 年イギリ

スのアル パイン･ クラブと王立1血● 学 協 會はチベット巍局 から許 可を得て､ 最 初の偵 察隊( Ｃ ．

Ｋ．ハワード＝ ベリー 昧長) を ダージリンから送り出した｡ 東 面と北面 が探 検され｡ 最 後 にロン

プー･ シャー ル( 東) 氷 河からＧ. マロリー･ Ｇ. パ ロック･Ｅ. ウィーラーがチャンーラに達し､ 北

東稜にルートを見 出した｡ そ れ以 後､ 幾 度も果 敢でねぱり輦い 挑戦 の後1953 年､J｡ ハ ント瞰

長率いるイギリス豊山剛 こよって初登 頂された｡ 第 一次鍬 のＲ．エヴァンスとＴ. ポ ーディロン

は5 月26 日 に 甫 峰1こ到遭し､ 集 二 次隊 のＥ｡ﾋﾗﾘｰ とシｚルパ の･ｦ･ンジ ン＝ノルゲイが5 月29

日 に 登頂｡1956 年 スイス隊が第二 登しその後続 々と各国が挑戦し登頂した。

Ｉ各方面から見えるエヴェレスト

ネパール

1９２４年 使用 のエヴェレストを

推い た最 初のシール

ネパール

(ネパール･エジプト国交50 年)
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マナスル･ ＭＡＮＡＳＬＵ

１９５２年秋に日本山岳会の踏査隊(今西錦司隊長)が｡ マルシャンディ側よりラルキャーラを経てブリ

ーカンダキを下り、北東に可能なルートを見出した。1953 年に第1 次登山
隊(三田幸夫隊長)が､ マナ

スル氷河沿いにルートをのぱしてブラートに達したが､６月１日に頂上攻撃
隊が､フフ５０ｍに到達したの

みで敗退。

1954 年の第2 次登山隊(堀田弥一隊長)は､ 宗教的理由による山麓住民の抵抗に遭い入山を断念。

第３次日本山岳会マナスル登山隊(槙有恒隊長)は、1956 年春に周到な準備
のもとに､隊員11 名とシ

ェルパ２０名で入山し5 月８日にプラトー上の７８００ｍに最終キャンプ(C6) を進め､９日
に今西寿雄･ギ

ャルツェン＝ノルブが12 時30 分に初登頂。１１日に第２次攻撃隊の加藤喜一郎･日下田実も登頂した。

日本人としては最初の８０００ｍ峰の勝利であった。
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初日カバー 登頂隊員のサイン･加藤喜一郎、日下田実､ 依田孝喜､ 大塚博美
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ア ン ナ プ ル ナ･ ＡＮ ＮＡＰＵ Ｒ ＮＡ

ネパール中都｡アンナプルナ山群の最高峰｡ ポカラの北西約４０ｋｍ｡ 標高8091m｡ 山群の主稜

線グランド･バリエールから南西に派生し､ 北側に北アンナプルナ氷河､ 南に南アンナプルナ氷河が流

下｡ヒマラヤの名峰のーつであり､ネパールの登山はここから始まった｡１９５０年フランス隊(Ｍ. エル

ゾーグ隊長)がはじめたダウラギリＩ峰の偵察のあと、目標をアンナプルナに切り響えた｡６月３日に

隊長とルイ＝ラシュナルが人類最初の８０００ｍの登頂に成功し､ネパール･ヒマラヤの黄金時代の幕

が切って藩とされた。
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アンナプルナⅣ峰
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ネパ ールとインドのシッキム州との境｡ 世 界第３位の高峰｡ 標 高８５９８ｍ. 西峰( ヤ ルンカーン)８５０５

ｍ 、中 央峰８４７８ｍ､ 南峰８４９１ｍ ，

チベット語でＫａｎｇ(雪)、ｃｈｅｎ(大きい)､jｕ(宝庫) 、ｎｇａ(五) 、つまり仏教でいう「五 大宝蔵｣ のことであ

る｡ 初登頂 は１９５５年春､ Ｃ. エバンスを隊長とする総勢９名のイギリス隊がヤ ルン氷河から5 月25 日、

２６日の２回にわたり果たした。
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ダージリンから見た

カンチェンジュンガ遭峰
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カンチェンジュンガ遭峰

２００４年

カンチェンジュンガ

カンチェンジュンガ連峰とネパールの地図

２００５年

カンチェンジュンガ登頂50 年記念
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